
昨年と比べると、飲酒運転の事故が増加しています。 

今年１１月末現在は飲酒運転による事故が４４件（前年比＋１３件）

発生、２人が亡くなり、６０人が怪我をしました。 

新年会、同窓会、親戚との集まり等、年末年始は久しぶりに

会う仲間と、お酒を飲む機会が多くなります。 

飲酒運転は悪質・危険な行為です。車の運転者だけでなく、

車両提供者、酒類提供者、飲酒運転車両への同乗者も処罰の

対象となります。 

１２月は例年、交通事故が多発します。最近、問題になっている 

高齢運転者の事故も例外ではありません。 

いつも以上に安全確認を徹底し、慎重に運転しましょう。 

また、運転に自信がなくなってきた人や、周囲から「そろそろ免許証 

を返納しては」と言われている人は、この機会に運転免許証の自主返

納を考えてみてはいかがでしょうか。 

    

家族が集まることの多い年末年始に、

これからの運転や事故防止について考

えてみましょう。 
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年末年始は慣れない道を走る車が多いことや、普段は車を運転しない人が運転

することで、交通事故が増加する傾向にあります。 
楽しいクリスマスやお正月に交通事故に遭わない・起こさないために、十分注意

しましょう。 
 

運転を卒業

します！ 

おつかれ様

でした！ 



 

    
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設の窓口で掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 
ＦＡＸ配信からインターネットのＥ-ｍａｉｌ配信に変更のご希望があれば、 

下記にご連絡ください。 また、県警ＨＰでもご覧いただけます。 
滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

今年は、ながら運転による事故が世間で話題になり、全国的

に悲しい死亡事故が発生しました。 
スマートフォンや携帯を使用・通話しながら、ゲームをしなが

ら、車を運転したり、自転車に乗るのは絶対にやめましょう。 

自転車に乗っていて、歩行者に怪我をさせる事故を起こした

場合は、当然、責任を問われます。 
損害賠償額は数千万円から１億円を超える金額になること

もあります。 
自転車という手軽な乗り物であっても、人の命を奪うことも

あり、自分の人生も変えてしまいます。 
自転車に乗る人は保険に入り、安全に利用しましょう。 

年末年始は、どこに行っても交通量が多く、混雑します。 
雪や雨など天候が悪くなると、さらに時間はかかります。 
車で帰省や外出する人は、ゆとりを持った計画をたて、早め 

に出発しましょう。 
電車やバスなどの公共交通機関を利用した方が、体も楽で、

早く到着できることもあるので、事故防止のためにも検討してみ

ましょう。 

「あなたの個人情報が盗まれています。」 

「口座のお金が引き出されるかもしれない。」 

「銀行員も犯行に関わっている。」 

「引き出される前に、全額下ろした方がいい。」 

「指紋を採取するため、現金を預かります。」 


